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令
和
６
年
３
月
定
例
会
は
、
３

月
６
日
㊌
～
27
日
㊌
ま
で
の
22
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
令
和
６
年

度
桜
井
市
一
般
会
計
予
算
等
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
５

月
臨
時
会
は
、
５
月
９
日
㊍
か
ら

13
日
㊊
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
令

和
６
年
度
新
役
員
の
選
出
等
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会
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告
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６
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・
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３
月
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例
会
報
告
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月
臨
時
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告
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選
出
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◇
令
和
５
年
度
補
正
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算
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３
件

◇
条
例
制
定
・
・
・
・
・
・
１
件

◇
条
例
の
一
部
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正
・
・
・
13
件
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規
約
の
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更
・
・
・
・
・
１
件

◇
発
議
案
・
・
・
・
・
・
・
１
件

◇�

桜
井
市
選
挙
管
理
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員
及
び
補

充
員
の
選
挙

◇
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
４
件

５５
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臨
時
臨
時
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◇
報
告
案
件
・
・
・
・
・
・
４
件

◇
新
役
員
選
出（
11
ペ
ー
ジ
記
載
）

◇
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
１
件

�
議会だよりの表紙を飾
る写真などを募集して
います

�募集内容　市内の「自然」「暮ら
し」「街並み」「イベント」など、
桜井市の魅力を紹介できる写真・
絵画・イラスト（オリジナル作品
に限る）
選考方法　議会広報委員会で選考

※�応募条件・方法等の詳細は、下
記二次元コード、または議会
事務局（ 42‐
9132）へお問い
合わせください。

詳細はこちら▲
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議案番号議案番号
（付託委員会）（付託委員会） 件　　名件　　名 概　　　要概　　　要 議決結果議決結果

議案第 1 号
（予算特別委員会） 令和６年度桜井市一般会計予算 予算総額 284億 5,600 万円

（前年度比 18.5％増） 可決

議案第 2 号
（予算特別委員会）

令和６年度桜井市住宅新築資金等
貸付金特別会計予算

予算総額 240万 7,000 円
（前年度比 31.9％減） 可決

議案第 3 号
（予算特別委員会）

令和６年度桜井市国民健康保険特
別会計予算

予算総額 62億 5,011 万 7,000 円
（前年度比 8.6％減） 可決

議案第 4 号
（予算特別委員会）

令和６年度桜井市駐車場事業特別
会計予算

予算総額 4,146 万 8,000 円
（前年度比 23.2％増） 可決

議案第 5 号
（予算特別委員会）

令和６年度桜井市介護保険特別会
計予算

予算総額 64億 4,590 万 9,000 円
（前年度比 0.1％減） 可決

議案第 6 号
（予算特別委員会）

令和６年度桜井市後期高齢者医療
特別会計予算

予算総額 10億 4,103 万 9,000 円
（前年度比 4.4％増） 可決

議案第 7 号
（予算特別委員会）

令和６年度桜井市水道事業会計予
算

収益的収入 13億 965万 6,000 円
（前年度比 0.5％減） 可決

議案第 8 号
（予算特別委員会）

令和６年度桜井市下水道事業会計
予算

収益的収入 11億 7,132 万 2,000 円
（前年度比 1.0％増） 可決

議案第 9 号
（総務委員会）

令和５年度桜井市一般会計補正予
算（第８号）

補正額２億 2,988 万 1,000 円
国民健康保険特別会計への保険基盤安定等繰出
金の追加所要額
１億 2,395 万 7,000 円等

可決

議案第 10 号
（総務委員会）

令和５年度桜井市国民健康保険特
別会計補正予算（第３号）

補正額１億 2,077 万 1,000 円
一般被保険者医療給付費納付金
8,449 万 6,000 円等

可決

議案第 11 号
（総務委員会）

令和５年度桜井市介護保険特別会
計補正予算（第３号）

補正額 120万円
認定調査費で、主治医意見書作成件数の増加に
伴う手数料にかかる追加所要額

可決

議案第 12号
（文教厚生委員会）

桜井市太陽光発電設備の適正な設
置及び管理に関する条例の制定に
ついて

太陽光発電設備の適正な設置、管理等に関し必要
な事項を定め、災害発生の防止、自然環境、生活
環境、景観等の保全を図り、市民の安全及び安心
並びに地域社会との調和に寄与することを目的と
して、本条例を制定する。

可決

議案第 13 号
桜井市監査委員に関する条例及び
桜井市水道事業及び下水道事業の
設置等に関する条例の一部改正に
ついて

地方自治法の一部改正に伴い、同法から引用し
ている条番号の条ずれに対応するため、それぞ
れの条例について、所要の改正を行う。

可決

議案第 14 号

桜井市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正について

行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律等の一部改正に伴い、
所要の改正を行う。

可決

議案第 15号
（文教厚生委員会）

桜井市の特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

新たに「学校運営協議会委員」を、本市の特別
職の非常勤職員とし報酬額等を定めるため、所
要の改正を行う。

可決

議案第 16 号 桜井市会計年度任用職員の給与等
に関する条例の一部改正について

令和５年人事院勧告及び地方自治法の一部改正
に伴い、給料月額の改定、期末手当の引き上げ、
勤勉手当の新設等、所要の改正を行う。

可決

議案第 17 号
（文教厚生委員会）

桜井市国民健康保険税条例の一部
改正について

令和６年度からの県内保険料水準の統一化に合
わせ、本市の国民健康保険税の税率について、
所要の改正を行う　等

可決

議案第 18 号 桜井市立幼稚園保育料及び預かり
保育料条例の一部改正について

令和６年４月１日以降の組織再編成に伴い、教
育委員会所管の事務の一部を市長部局で取り扱
うよう、所要の改正を行う。

可決

議案第 19号 桜井市子ども医療費助成条例等の
一部改正について

令和６年８月１日診療分より、小学生、中学生、
高校生世代の入院及び通院に係る医療費助成の方
法を、現物給付方式へ変更するため、関連条例に
ついて、所要の改正を行う。

可決

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　  ３ 月 定 例 会 　 主 な 議案議決結果
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　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 3 月 定 例 会 　 主 な 議 案 議 決 結 果主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　  常 任 委 員 会 ・ 予 算 特 別 委 員 会

各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇、�反対 ･･･ ×�、棄権 ･･･ △、�欠席 ･･･ －）※議長は表決に加わりません。
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○
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○

○
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○
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○

○
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議�員
議�案

議案第 1 号

議案第17号

議案第20号

議案番号議案番号
（付託委員会）（付託委員会） 件　　名件　　名 概　　　要概　　　要 議決結果議決結果

議案第 20号
（文教厚生委員会）

桜井市介護保険条例の一部改正に
ついて

介護保険法第 117条の規定に基づく 3年毎に行
う介護保険事業計画の改訂に伴い、介護保険料
について、所要の改正を行う　等

可決

議案第 21号
（文教厚生委員会）

桜井市指定居宅介護支援等の事業
の人員及び運営の基準等に関する
条例等の一部改正について

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運
営に関する基準等の一部改正及びデジタル社会
の形成を図るための規制改革を推進するための
厚生労働省関係省令の一部改正に伴い、関連条
例について、所要の改正を行う。

可決

議案第 22号
（文教厚生委員会）

桜井市特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正につ
いて

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並
びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関
する基準の一部改正に伴い、当該内閣府令を引
用する規定について、所要の改正を行う。

可決

議案第 23号

桜井市水道給水条例及び桜井市水
道事業布設工事監督者の配置基準
及び資格基準並びに水道技術管理
者の資格基準に関する条例の一部
改正について

生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法
令の整備に関する法律の公布による水道法等の
一部改正に伴い、水道整備、管理行政関係の所
管省が変更となるため、所管省の規定について、
所要の改正を行う。

可決

議案第 24号
桜井市消防団員の定員、任免、服
務等に関する条例の一部改正につ
いて

消防団の活動状況、団員数の減少傾向等を考慮
し、消防団員定数の見直し等について、所要の
改正を行う。

可決

議案第 25号 桜井市消防団員等公務災害補償条
例の一部改正について

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定め
る政令の一部改正に伴い、非常勤消防団員等の
損害補償に係る補償基礎額について、所要の改
正を行う。

可決

議案第 26号 奈良広域水質検査センター組合規
約の変更について

地方自治法第 286条第 2項の規定に基づき、奈
良広域水質検査センター組合規約を令和 6年４
月 1日から変更することについて、同法第 290
条の規定により、議会の議決を求める。

可決

発議案第 1号
地方創生に貢献するサーキュラー
エコノミー（循環経済）の一層の推
進を求める意見書の提出について

提出先：環境大臣・経済産業大臣 可決

委員会提出議案
第 1号

桜井市議会委員会条例の一部改正
について

令和６年４月１日より新たに「こども家庭部」
が創設されることに伴う所要の改正。 可決

選第１号 桜井市選挙管理委員及び補充員の
選挙について

地方自治法第 182条第１項の規定による選挙管
理委員、補充員の選挙 当選

同第１号 監査委員の選任につき同意を求め
ることについて 今西　秀仁氏 同意

同第 2号 固定資産評価審査委員会委員の選任
につき同意を求めることについて 杉本　能里子氏 同意

諮第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 脇田　正美氏 承認
　諮第 2号 人権擁護委員候補者の推薦について 南部　八千代氏 承認
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主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　  常 任 委 員 会 ・ 予 算 特 別 委 員 会

総
務
委
員
会

 　
　
　
　
（
付
託
案
件
３
件
）

　

�

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
抜
粋

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
西
分
庁
舎
改
修
工
事
費
に
つ
い
て
、
な

ぜ
、
こ
の
事
業
を
執
行
出
来
な
か
っ
た
の

か
。見
直
し
を
図
っ
た
金
額
は
い
く
ら
か
。

入
札
が
不
調
に
終
わ
ら
ず
に
、
計
画
ど
お

り
に
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

答�　
西
分
庁
舎
改
修
工
事
費
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
の
４
月
に
、
国
の
積
算
基
準
の

改
定
が
あ
り
、
当
初
の
積
算
金
額
よ
り
大

幅
に
金
額
が
上
が
っ
た
た
め
執
行
で
き
な

か
っ
た
。
令
和
６
年
度
に
改
め
て
予
算
計

上
し
た
。
入
札
の
手
続
き
は
順
調
に
進
め

て
い
く
。

問�　
観
光
費
で
、
常
住
院
表
門
の
保
管
工
事

費
に
つ
い
て
訊
ね
る
。
ま
た
、
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答�　
常
住
院
表
門
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
当

初
予
算
で
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
た

が
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
、
減
額
補
正
を
行
う
。

ま
た
、
当
該
表
門
は
市
の
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
お
り
、
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
活
用
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

文
教
厚
生
委
員
会

 　
　
　
　
（
付
託
案
件
６
件
）

　

�

桜
井
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設

置
、
及
び
、
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
本
条
例
で
、
事
業
者
と
土
地
所
有
者
に

つ
い
て
、
自
然
環
境
・
生
活
環
境
・
景
観

等
の
保
全
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
は
、
両

者
同
等
の
責
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
事
業
者
が
対
策
を
講
じ
な
い

場
合
、
市
は
土
地
所
有
者
に
対
策
の
指
示

を
す
る
の
か
。

答�　
生
活
環
境
等
の
保
全
に
支
障
が
生
じ
た

場
合
、
ま
ず
、
事
業
者
が
是
正
措
置
を
す

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。
事
業
者
が
従

わ
な
い
場
合
は
、
指
導
及
び
助
言・勧
告・

命
令
を
行
い
、
そ
れ
で
も
な
お
従
わ
な
い

場
合
は
、
事
業
者
の
氏
名
・
住
所
等
を
公

表
す
る
こ
と
と
な
る
。
公
表
さ
れ
る
と
事

業
者
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
を
利
用
出

来
な
い
こ
と
と
な
る
。

�　

�

桜
井
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
基
金
を
活
用
し
て
税
額
を
引
下
げ
る
考

え
は
な
い
か
。

答�　

国
民
健
康
保
険
料
水
準
の
統
一
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
運
営
規
模
を
拡
大
す
る

こ
と
で
、
被
保
険
者
負
担
の
上
昇
を
抑
え

る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
負
担
の
公
平

を
実
現
で
き
る
と
と
も
に
、
財
源
の
過
不

足
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
仕
組
み
を
導

入
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
保
財
政
の
持

続
的
安
定
化
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
と
い

う
制
度
で
あ
り
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
の

税
額
の
抑
制
は
困
難
で
あ
る
。

　

�

桜
井
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正（
抜

粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
低
所
得
者
の
多
い
高
齢
者
の
こ
と
を
考

え
、
も
う
少
し
基
金
を
取
崩
し
て
で
も
第

８
期
と
同
じ
保
険
料
に
す
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
の
か
。

答�　
今
回
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
２
億

円
取
り
崩
す
こ
と
で
、
保
険
料
の
上
昇
を

抑
え
て
お
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が

増
大
し
て
い
く
中
で
、
本
市
に
お
け
る
介

護
保
険
制
度
を
安
定
的
・
継
続
的
に
運
営

す
る
た
め
に
、
月
額
１
０
０
円
を
上
昇
さ

せ
る
保
険
料
と
し
て
い
る
。

予
算
特
別
委
員
会

 　
　
　
　
（
付
託
案
件
８
件
）

委
員
長　
　
大
西　
　
亘

副
委
員
長　
久
保
田
裕
一

委
員　
　
　

�

鍛
治　
結
花　
　
杉
山　
歳
和

　
　
　
　
　
山
岡　
康
了　
　
大
園　
光
昭

　
　
　
　
　
西　
　
忠
吉　
　
東　
俊
克

　

�

令
和
６
年
度
桜
井
市
一
般
会
計
予
算（
抜

粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
桜
井
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
施
策
と
そ

の
経
済
効
果
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
法
人
住
民
税
の
収
入
を
増
や
す
こ

と
が
出
来
る
と
考
え
る
か
。

答�　
令
和
４
年
３
月
策
定
の
桜
井
市
観
光
基

本
計
画
の
成
果
指
標
と
し
て
、
観
光
消
費

額
を
設
定
し
て
い
る
。
基
本
計
画
基
準
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年
度
の
令
和
２
年
度
の
観
光
消
費
額
は
、

75
億
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
計
画
の
最
終

年
度
の
令
和
８
年
度
観
光
消
費
額
の
目
標

値
は
、
１
５
０
億
円
と
し
て
い
る
。
観
光

消
費
額
の
増
加
が
、
直
接
税
収
の
増
加
に

反
映
さ
れ
る
か
は
見
え
に
く
い
が
、
人
口

減
少
時
代
に
お
け
る
観
光
誘
客
の
取
組
み

は
、
一
定
の
経
済
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問�　
ハ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
な
が
る
令
和
６

年
度
の
事
業
と
い
う
の
が
見
当
た
ら
な
い

が
ど
う
か
。

答�　
私（
市
長
）が
公
約
で
掲
げ
た
政
策
が
、

ハ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
、
令
和
６
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、
20

項
目
の
う
ち
関
連
事
業
に
係
る
も
の
を
含

め
、
15
項
目
に
つ
い
て
予
算
に
盛
り
込
ん

だ
。
ま
た
、
特
定
の
分
野
に
限
ら
ず
様
々

な
分
野
に
お
け
る
政
策
を
実
行
し
て
い
く

こ
と
で
、
ハ
ブ
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
と
い

う
考
え
で
あ
る
。

問�　
防
災
費
に
つ
い
て
、
消
耗
品
費
の
予
算

の
中
に
災
害
用
の
備
蓄
物
資
が
含
ま
れ
て

い
る
の
か
。
備
蓄
物
資
を
購
入
す
る
に
当

た
り
、
今
回
、
能
登
半
島
地
震
の
災
害
対

応
の
支
援
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
職
員
や
現

地
で
の
生
の
声
を
吸
い
上
げ
て
、
新
た
な

備
蓄
物
資
の
拡
充
等
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

答�　
防
災
費
に
係
る
消
耗
品
費
に
は
、
備
蓄

の
食
料
と
し
て
ア
ル
フ
ァ
化
米
等
の
購
入

予
算
１
４
８
万
５
、０
０
０
円
を
計
上
し

て
い
る
。
今
回
の
職
員
の
災
害
支
援
派
遣

に
つ
い
て
は
、
一
定
程
度
落
ち
着
い
た
段

階
で
職
員
に
向
け
た
報
告
会
を
予
定
し
て

お
り
、新
た
な
備
蓄
物
資
購
入
の
際
に
は
、

実
際
に
支
援
に
あ
た
っ
た
職
員
等
の
意
見

も
参
考
に
し
な
が
ら
備
蓄
物
資
の
拡
充
に

努
め
た
い
。

問�　
新
年
度
予
算
に
お
い
て
、
公
立
保
育
所

の
老
朽
化
対
策
と
し
て
の
予
算
は
計
上
さ

れ
て
い
る
の
か
。
保
育
所
の
耐
震
化
な
ど

に
対
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
考
え
か
。
保
育
士
の
処
遇
改
善
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事

業
内
容
か
。保
育
士
不
足
の
原
因
と
し
て
、

公
立
・
私
立
問
わ
ず
全
産
業
と
比
べ
る
と

低
い
待
遇
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

や
は
り
、
給
料
水
準
の
引
上
げ
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答�　
新
年
度
予
算
で
は
、
第
５
保
育
所
の
防

水
修
繕
に
係
る
費
用
に
加
え
、
壁
紙
・
ク

ロ
ス
等
床
の
張
り
替
え
な
ど
を
進
め
る
た

め
に
全
て
の
公
立
保
育
所
４
か
所
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
保
育
環
境
向
上
に
係

る
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育

所
の
耐
震
化
に
関
し
て
は
、
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
等
に
基
づ
き
順
次
計
上
し
て

い
く
。
保
育
士
の
処
遇
改
善
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
市
内
の
民
間
保
育
所
の
常

勤
保
育
士
給
与
月
額
に
対
し
給
与
の
加
算

を
行
い
、
保
育
人
材
の
確
保
と
定
着
を
進

め
る
事
業
で
あ
る
。
引
き
続
き
公
立
・
私

立
と
も
に
給
与
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
。

問�　
ご
み
袋
等
販
売
委
託
料
等
に
つ
い
て
、

取
っ
手
付
と
取
っ
手
の
な
い
タ
イ
プ
が
あ

る
が
、
在
庫
や
販
売
の
比
率
等
に
つ
い
て

状
況
を
訊
く
。

答�　
45
リ
ッ
ト
ル
袋
は
取
っ
手
付
き
と
平
袋

と
あ
る
が
、
売
れ
行
き
に
関
し
て
は
ほ
ぼ

同
じ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

問�　
清
掃
費
の
環
境
総
務
費
に
つ
い
て
、
小
中

学
校
の
事
業
系
ご
み
袋
は
学
校
予
算
か
ら
出

し
て
い
る
。
家
庭
用
ご
み
袋
を
使
用
し
、
学

校
予
算
を
で
き
る
だ
け
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
使
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答�　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
以
外
は
事

業
系
の
廃
棄
物
と
な
り
、
学
校
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
も
事
業
系
の
廃
棄
物
に
な
る

た
め
、
事
業
系
の
指
定
袋
を
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
。

問�　
地
籍
調
査
業
務
委
託
料
で
、
現
在
、
白
河

地
域
に
対
し
て
地
籍
調
査
を
し
て
い
る
が
、

新
年
度
予
算
で
は
ど
こ
を
調
査
す
る
の
か
。

登
記
も
桜
井
市
が
行
っ
て
い
く
の
か
。

答�　
地
籍
調
査
は
、
昨
年
度
現
地
調
査
を
終

了
し
、
当
該
委
託
料
は
、
今
後
の
地
籍
図

等
の
作
成
ま
た
は
地
籍
図
を
基
に
土
地
所

有
者
の
合
意
を
求
め
る
作
業
の
委
託
料
と

な
っ
て
い
る
。
登
記
は
令
和
７
年
度
を
予

定
し
て
い
る
。

問�　
教
育
費
に
お
け
る
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
の
活
用
事
業
は
ど
の
よ
う
な
事

業
内
容
か
。

答�　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
活
用
事

業
に
つ
い
て
は
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
に

対
す
る
支
援
で
中
央
公
民
館
に
適
応
指
導

教
室
さ
く
ら
の
広
場
を
開
設
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
学
校
を
巡
回
す
る
巡
回
相
談
員

を
配
置
し
、
様
々
な
子
ど
も
の
実
態
を
見

る
と
と
も
に
教
員
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
通
常
学
級
に

在
籍
を
し
な
が
ら
様
々
な
障
害
等
が
あ
り

支
援
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
令
和
６
年
度
に

は
新
規
事
業
と
し
て
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
（
業
務
支
援
員
）
を
新
た
に
任

用
し
、
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の

事
業
を
行
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

問�　
中
学
校
費
、部
活
動
指
導
員
に
つ
い
て
、

現
在
の
部
活
動
の
種
類
と
指
導
員
の
人
数

は
ど
う
か
。
部
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
仕
事
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答�　
部
活
動
指
導
員
が
指
導
し
て
い
る
部
活

動
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
吹
奏
楽・バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
指

導
員
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
５
種
目
に
８

名
の
部
活
動
指
導
員
を
採
用
し
て
い
る
。

部
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
内
容

は
、
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
実
証

事
業
を
行
う
た
め
の
業
務
内
容
で
あ
る
。
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問 市長の公約 20項目のうち、令和６年度予
算案に盛り込めたもの、盛り込めなかった

ものはどうか。公約実現に向け、認定こども園を
はじめ、なぜハード事業の着手に関する予算が盛
り込めなかったのか。

答 政策20項目のうち予算案に盛り込めたの
は 15項目になる。その中には、公約実現

に向けた準備や検討に係る内容のものもある。ソ
フト事業については、おおむね実現に向け予算化
できたと考えているが、ハード事業については検
討や計画段階の予算にとどまっている。その大き
な理由として、令和６年度においてごみ焼却施設
の基幹的設備改良工事を最優先課題として 41億
円を超える事業費を計上しており、健全な財政運
営を継続していくため、それ以外のハード事業は
抑制せざるを得なかったことが挙げられる。
【その他の質問項目】●将来を見据えた公共交通のあり方、
充実について

代表質問「新政自民クラブ」

問 ①避難所となる学校体育館へのエアコン設
置についての進捗はどうか。②災害時のト

イレの確保は、命を守る重要な施策と考える。災
害時の「トイレ確保管理計画」を策定する考えは
ないか。③地域の防災担い手となる防災士の資格
取得に対し、費用助成制度を設ける考えはないか。
④市内の防災士のネットワークづくりを進める考
えはないか。

答 ①国等の動向を注視しつつ、より優位なか
たちで設置に向けた具体的な検討を進める。

②先行する自治体の計画や国のガイドライン等を参
考に策定に向けて検討する。③防災士資格の取得は、
地域の防災活動に向けた意欲向上につながるため、
資格取得費用の助成について検討する。④防災士の
情報共有等を図ることは、防災対策を推進する上で
有効な方策であり推進方法の検討を進めていく。
【その他の質問項目】●認知症を発症しても安心して暮ら
せる社会づくりについて

�
代表質問「公明党」

問 現在の公共交通に関し、ポイント制度を活
用した利用促進策の導入についてどう考え

るか。人口減少対策として効果が大きいものとし
て「中学校までの給食費無償化」を挙げているが、
そう考えるなら中学校を先行して実施するなど無
料化に取り組む考えはないか。人口減少問題と行
政経営についてどう考えるか。

答 ポイント制度等は有効であると考えるが、
財源の確保、事業者との調整などが必要に

なる。より有効な利用促進策についても調査研究
を行う。給食費無償化は、中学校に限定した場合
約 7,700 万円の経費が必要で継続的な財源の確保
は難しい。完全無償化を実施するためには、国・県・
市が応分の負担をする必要があり、早期に無償化
が実現できるよう国や県へ働きかけたい。人口減
少社会が暗いものでなく、新たな価値を創造でき
る明るい未来になるようデジタルの力も活用し市
政運営に当たる。

人口減少問題と
行政経営について

市長の公約実現
について

防災対策等について
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阪口　豊 議員

　　大西　亘 議員　岡田　光司 議員

代表質問「桜井黎明の会」

問�　
桜
井
市
学
校
規
模
適
正
化
基
本
計
画
等
変

更
業
務
委
託
料
の
内
容
に
つ
い
て
訊
ね
る
。

答�　
桜
井
市
学
校
規
模
適
正
化
基
本
計
画
等

変
更
業
務
委
託
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

加
速
す
る
少
子
化
の
現
状
等
を
踏
ま
え
、

当
初
決
定
を
し
た
規
模
等
を
改
め
て
検
討

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
校
舎
の
問
題

も
含
め
再
度
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

問�　
小
・
中
学
校
Ａ
Ｅ
Ｄ
追
加
設
置
に
つ
い

て
、
現
状
の
小
・
中
学
校
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
状
況
・
個
数
・
場
所
等
は
ど
う
か
。
今

回
の
２
０
０
万
８
、０
０
０
円
の
予
算
で

の
設
置
場
所
・
個
数
は
ど
う
か
。

答�　
現
在
、
市
内
の
小
学
校
11
校
・
中
学
校

４
校
に
つ
い
て
は
、
各
１
箇
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
て
い
る
。
設
置
場
所
に
つ
い
て

は
、
主
に
校
舎
内
の
職
員
室
の
近
く
等
内

部
に
設
置
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
来

年
度
は
、
各
小
・
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
一

個
ず
つ
追
加
設
置
し
、
主
に
体
育
館
や
運

動
場
近
く
等
誰
で
も
す
ぐ
使
用
出
来
る
よ

う
校
舎
外
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

※�

各
委
員
会
の
詳
細
は
、
桜
井
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
（
市
役
所
４
階
・

42
‐

９
１
３
２
）
で
閲
覧
も
可
能
で
す
。



10広報わかざくら　令和６年６月号上記の各議員の二次元コードからもアクセスできます。

   令 和 ６ 年 新 役 員 選 出令 和 ６ 年 新 役 員 選 出 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      　 　 　 　 代 表 ・ 一 般 質 問

問 活気にあふれた桜井市に甦らせるために必
要な事案として、3点の事について質問す

る。①少子化・人口減少問題について。②義務教
育における学校制服の無償化について。③障害児
放課後等デイサービスのあり方について訊く。

答 ①子どもは地域の宝として地域全体で育て
ていくという理念の下、日本一住みたいま

ち桜井を目指し、子育て世代に選ばれるまちの実
現に向けしっかりと取り組んでいく。②昨今の社
会情勢の影響により物価上昇が続いており、子育
て世帯の経済的負担は今後も大きくなる事が予想
されるため、子育て世代をターゲットとした施策
を検討する。③発達が気がかりである子どもに早
い段階で気づき、児童発達支援事業や放課後等デ
イサービス事業の活用に繋ぐ事が、子どもや家庭
だけでなく社会全体のより良い将来に繋がると考
えており、しっかりと取組んでいかなければなら
ない課題と認識している。

�
一般質問

問 市長は、公約の一つとして安心安全なまち
を掲げられ、「大規模災害に備え、防災力

の充実に取り組みます」ということを主張されて
いる。市長が考える防災力の充実とはどのような
ものか、そして、南海トラフ地震、また連動して
起こるかもしれないとされる奈良盆地東縁断層帯
による大地震発生などに対し、どのような備えが
必要と考えているのか。

答 甚大化している大地震に対し、主要交通や
通信機能の強化、地震に強い都市構造の形

成、学校等の公共施設や住宅等の建築物の安全化、
ライフライン・施設等の機能の確保などの対策を
講じる一方、市民の防災知識の普及、防災訓練の
実施、自主防災組織等の育成・強化などを併せて
推進し、ハードとソフトと組み合わせた一体的な
防災対策を平時から継続的に行うことが必要であ
ると考えている。
【その他の質問項目】●市民の相談支援体制について

問 犯罪被害に遭いにくい街づくりを推進し、
安全安心な生活環境の確保が課題となって

いる。また、犯罪被害者は周囲の無理解や心ない
対応による精神的被害など、２次的な被害に苦し
む状況も発生している。犯罪被害者の早期回復を
図るとともに安心安全な地域社会の実現に向けた
桜井市の取組みについて訊く。

答 桜井市における安全安心な生活環境確保の
取組みは、桜井市防犯協議会が中心に取り

組んでいる。また、桜井市生活安全推進協議会を
設置し、協議会からの防犯対策に関する意見を基
に防犯カメラ設置補助事業・防犯灯の設置事業・
高齢者を対象とした防犯電話購入補助事業等を
行っている。さらに、桜井市犯罪被害者等支援条
例を施行し、遺族見舞金・障害見舞金の支給、相
談窓口の設置の他、桜井警察署及び奈良犯罪被害
者支援センターと連携を密にし支援体制の強化を
図っている。

一般質問 代表質問「青垣まほろばの会」
犯罪被害に遭いにくい街づくりの
推進、安全安心な生活環境の確保
と、犯罪被害者等のための経済支
援制度の充実について

桜井市活性化・桜井の
未来をつくるために必
要な事案について

大規模な自然災害（南
海トラフ地震等）への
備えについて

土家　靖起 議員

  久保田　裕一 議員

山岡　康了 議員

問 ①昨年6月に質問したが、新たに修繕な
どに取り組んだのか。②昨年市長は予算も

しっかりとつけ、対応すると答弁した。新年度予
算にどう反映され、どのような修繕を予定してい
るか。③耐震改修や大規模改修が必要な保育所に
ついては早急に予算をつける必要があると考える
がどうか。

答 ①第1保育所は 2階廊下クッションカー
ペット、第 2・3保育所はプール設備等修

繕、第 5保育所はビニール庇の張り替え等を行っ
た。②従来の修繕予算に加え、第 5保育所の防水
修繕、その他保育環境向上予算をつけた。③市立
保育所・幼稚園の再編に向けて基本計画を策定し、
老朽化施設の再編やこども園への転換、整備を進
めていきたい。耐震改修については限られた予算
の中であるが取り組みを進めていきたい。
【その他の質問項目】●桜井市コミュニティバス運賃改定等
について●能登半島地震から学ぶ重要な水の確保について

一般質問
公立保育所の
老朽化対策について

　鍛治　結花 議員



�

議会の傍聴は簡単です！
　議会開催日当日に、４階の議会フロアの議場南
側に設置している傍聴受付台の受付簿に必要事項
を記載し入室することで、簡単に傍聴できます。
※ 12歳未満の人は傍聴できません。

以下の行為は禁止されています。
●帽子・首巻などの着用行為　(議長の許可があれ
ば可）●飲食・喫煙・撮影・録音行為●私語・談
笑などの議事の妨害になるような行為●その他、
市議会傍聴規則の規定を遵守しない行為

　

　本会議・委員会の様子は、本庁舎 1階のモニター
でライブ配信も行っています。

11 Sakurai City Public Relations 本会議の録画映像を配信しています。詳細は、桜井市議会インターネット録画配信へ。

   令 和 ６ 年 新 役 員 選 出令 和 ６ 年 新 役 員 選 出 　

傍聴席から見た議場▲

議

長　

�
岡 
田
　
光 

司

副

議

長　

�

工 

藤
　
敏 
太 
郎

監
査
委
員　

�

札 

辻
　
輝 

巳

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
、
私
た
ち
は
、
去
る
５
月
９
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
令

和
６
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
使
命
の
大
き
さ
と
職
責
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
代
表
と
し
て
議
会
の
果

た
す
べ
き
役
割
を
十
分
認
識
し
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
の
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

〃　
　
　
工
藤　

敏
太
郎

〃　
　
　
小
西　

誠
次

〃　
　
　
大
西　
　

亘

〃　
　
　
西　
　

忠
吉

〃　
　
　
土
家　

靖
起

〃　
　
　
札
辻　

輝
巳

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　
　
小
西　

誠
次

副
委
員
長　
　
杉
山　

歳
和

委　
　
員　
　
久
保
田　

裕
一

〃　
　
　
工
藤　

敏
太
郎

〃　
　
　
大
園　

光
昭

〃　
　
　
井
戸　

良
美

〃　
　
　
阪
口　
　

豊

〃　
　
　
西　
　

忠
吉

〃　
　
　
土
家　

靖
起

〃　
　
　
東　
　

俊
克

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会�

委
員
長　
　
土
家　

靖
起

副
委
員
長　
　
鍛
治　

結
花

委　
　
員　
　
久
保
田　

裕
一

〃　
　
　
杉
山　

歳
和

〃　
　
　
小
西　

誠
次

〃　
　
　
大
園　

光
昭

〃　
　
　
西　
　

忠
吉

〃　
　
　
東　
　

俊
克

議
会
広
報
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　
大
西　
　

亘

副
委
員
長　
　
山
岡　

康
了

委　
　
員　
　
鍛
治　

結
花

〃　
　
　
久
保
田　

裕
一

〃　
　
　
島
岡　
　

誠

〃　
　
　
杉
山　

歳
和

令
和
６
年
度
新
役
員
選
出

令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会
が
５
月
９
日
に
開
か
れ
、

令
和
６
年
度
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

委
員
長　
　
東　
　

俊
克

副
委
員
長　
　
久
保
田　

裕
一

委　
　
員　
　
鍛
治　

結
花

〃　
　
　
島
岡　
　

誠

〃　
　
　
杉
山　

歳
和

〃　
　
　
山
岡　

康
了

〃　
　
　
井
戸　

良
美

〃　
　
　
大
西　
　

亘

〃　
　
　
阪
口　
　

豊

〃　
　
　
札
辻　

輝
巳

〃　
　
　
岡
田　

光
司

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長　
　
大
園　

光
昭

副
委
員
長　
　
島
岡　
　

誠

委　
　
員　
　
鍛
治　

結
花

〃　
　
　
山
岡　

康
了
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